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［目的］糖新年湧の律速酵素であるphosphoenoipyruvate car－  

boxyiぬase（以卜PEPCK）遺伝子の発現の変化をラット肝臓  

において湘べた／ノ L引去］10過齢で妊娠させたSI）系雌ラット  

から妊娠5、川、15、20日および産醇5、川、15、20fiで肝  
臓を摘拍した。tOtalRNAを抽出し、RNAprobeを川いて、そ  
の党規靂を測定した。）対照としてage－matChさせた非妊娠ラッ  

トを用いた。［成績］肝臓におけるPEPCK遺伝丁一の発現は妊  
娠10王ほり増加の傾向を示し、授乳期においても増加傾向が  
続いた。［結論］妊娠末期にインスリン抵抗性が増大すること  
はよく知られているが、その詳細な分ト生物学的な機序につい  

て解明されていない。これまでに我々ほ妊娠末期においてブド  

ウ糖取り込みや解糖系に関与する遺伝了蔑視の低卜を示した。  

今回の結果から、ヒトの妊娠糖尿病において糖新生の増大も関  

与する可能性が示唆された。  
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